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今月のホワイエはクリスマス☆ 

☞ 

予 告 

日 時：２０２１年２月４日（木） 

    １０：３０～１２：００ 

受講料：無料 

７組の専門家が対談形式により講演いたします。 

その他お楽しみ企画もあります。 

ｚｏｏｍでの講演会となります 

  お申込みはこちらから 

オンライン 
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思わず撮った！気になった！美味しいものやステキな風景など、携帯電話に入っているお気に入りの写真を順番に紹介していきます！ 

   

   

第１２回 野澤 和也 

 

 
今月はこちらのお二人の記事が掲載されています。弊社ホームページに

て毎月更新しております。 

記事の内容や裏話などの動画も配信しています、ＱＲコード 

から是非ご覧ください。 

株式会社 ＧＦＮ 

 代表 五味 由紀子 

「ビジョンとミッション」 
ＨＰはこちら 

 ９月１３日に４人目（次女）が元気に生まれました。 

 ５・３・１・０歳の元気な子供達で我が家は常に大騒

ぎです。仕事より休日の方が疲れるのでは！？と思う事

も多々ありますが、毎日子供達から心の栄養を貰ってい

ます。私は今年で４２歳。次女が成人する頃には６２

歳。人生まだまだ頑張らねばと思いなおす今日この頃で

した。 

 最後に仕事で負担をかけてしまっている皆様。申し訳

ありません！もうしばらくこの状況は続きそうで

す。。。 

動画はこちら 

   税理士 藤井 章雄 

「未来への小さな工夫(予備的遺言）」 

パートナーズプロジェクト２０２１年方針 

「変わる私」 

 コロナで環境が大きく変わった。今まで当たり前に考えていたことが当たり前でなくなって

しまった。今までの生活に早く戻らないかと願う経営者も多いが、それは無理な話だ。社会

の仕組みが変わったのだという理解が必要だ。コロナ禍によって目に見えないウィルスがま

ん延する中どうやって生活するのかが問われた。その答えが、非接触型社会とデジタル技術

となる。結局、すべてデジタル技術を通して行われる社会に切り替わった。デジタルの中に

アナログが取り込まれた社会だ。 

 

 こんなデジタル社会に本来アナログな我々が対応するために

は、まず経験することだ。最初は苦労も多かろうが、その苦が

大切な経験となる。やれることから積極的に経験する。新しい

環境に自分を慣らしてゆく。そして、「自分を変える」という

意識を持ってデジタル社会に踏み出すことが必要だ。 

 

 デジタル社会は本来アナログな人間には疲れやすい社会だ。

だから癒し空間やリラックスすることが重要となる。仕事一辺

倒ではなく、自分の意思で緩急を付け、自分で環境をつくって

行く意識が重要となる。そこで、次年度方針を自分自身から変

わる意識が必要だというメッセージを込めて「変わる私」と

する。 ３６０度カメラにて：Photo by TAKANO  

代表取締役 髙野裕 


